
 
 
 

大阪駅北地区先行開発区域Ｂ地区開発事業環境影響評価準備書に関する市長意見 

 

 

 本事業について、大阪市環境影響評価専門委員会の報告書の内容を踏まえて検討し、事

業者が考慮すべき事項を次のとおり取りまとめた。 

事業の実施にあたっては、次に掲げる事項並びに同報告書の趣旨に十分配慮されたい。 

 

 

記 

 

 

〔大気質〕 

１ 建設機械等の稼動による影響については、住居地等を考慮した最大着地濃度地点に

おける寄与濃度はバックグラウンド濃度に比べて小さくないことから、今後の詳細な

工事計画策定において排出量抑制に努めるとともに、工事の実施にあたっては更なる

配慮を行うこと。 

２ 事後調査により、建設機械や工事敷地内における工事関係車両の稼働状況を適切に

把握し、予測値を可能な限り下回るよう稼動調整などの適切な工事管理を行うこと。 

 

〔騒音、振動〕 

建設工事に関する事後調査については、夜間工事の影響を的確に把握できるよう、周

辺の住居等の存在を踏まえ、地点、時期及び頻度について適切に設定すること。 

 

〔廃棄物・残土〕 

１ 廃棄物の減量化、再資源化をより一層推進するため、ごみ減量や分別排出などにつ

いて入居テナントに対する周知・指導を継続的に行うこと。 

２ 有効利用される残土が増えるよう引き続き検討すること。 

３ 事後調査においては、残土の有効利用の方法とその量、処分の方法とその量につい

ても併せて明確にすること。 

 

〔地球環境〕 

１ 関係業界の取組や最新の法令等を踏まえ、更なる CO2排出抑制を図ること。 

２ 本事業の目的や２期事業のテーマを踏まえ、太陽光などの自然エネルギーの利用に

ついても積極的に検討するとともに、２期開発事業者との連携についても配慮し、他

の事業の牽引役となるような CO2 排出量の抑制策を講じること。 
 
 
 

 1



〔景観〕 

具体の建物外観や色彩の検討にあたっては、関係機関と協議しながら、緑化計画との

調和を図り「大阪駅前のシンボル・顔」にふさわしい水と緑の映える景観を創出するこ

と。 
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